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全日制と定時制を一体化した１日12時間の授業

を展開する単位制高校と，情報科学系列をもつ総

合学科高校。この２つの新しいタイプの高校それ

ぞれにおいて，夏休み中に完結する短期集中講座

を開発してきました。この短期集中講座に教職を

目指す大学生をインターンシップ生として受け入

れた事例を報告させていただきます。

高校生にとって手厚い学習環境を整えること，

大学において情報の教職を目指す学生の力量と意

欲を向上させること，という２つの狙いを十分に

達成することができました。来年度はさらに発展

した実践と報告を行い，応用事例が全国に展開し

て情報教育の発展の一助となることを期待してい

ます。

県立川崎高等学校定時制に勤務していた平成12

年，平成16年度より全日制と一体化した学校に改

編することになりました。両課程の生徒が一緒に

2．短期集中講座を開発した経緯

1．要約
学習する授業形態を先行実施するために，夕方の

７・８校時に「コンピュータグラフィックス基

礎」，夏の短期集中講座として「コンピュータの自

作と設定」「コンピュータ技術」という科目を開講

しました。特に短期集中講座では，多くの教員が

参加したこと，一定期間教室を独占することがで

きたこと，学習意欲の高い生徒が集まったことか

ら密度の濃い授業を展開することができました。

平成16年度，現在の県立横浜清陵総合高等学校

に異動し，多くの専門教科「情報」の科目を担当

する機会を得ました。しかし，１日６時間の授業

展開では，時間割の科目配置から履修をあきらめ

ざるを得ない生徒が多いことに直面しました。特

に理系の生徒にとっては，入試科目の数学と理科

の科目を優先せざるを得ません。そこで，翌17年

度より短期集中講座「コンピュータ技術」と

「DTP基礎」を開講して履修の機会を確保しまし

た（写真１）。

現職教員等免許講習会で普通教科・専門教科

「情報」のカリキュラムを示されましたが，その後

は研修を積む時間も機会も不十分で，すべての科

目をカバーできる現職教員は数少ないと思われま

す。一方，「情報Aは高校で扱う内容ではない」「高

校のIT教育はこれでよいのか」という批判の声も

聞かれ，大学の教職課程で体系的に情報教育を受

けた教員の投入が切に待ち望まれてきました。

ところが，毎年の教育実習生や情報科の免許を

持つ新採用教員と接するにつれ，大学の教職課程

の指導体制の脆弱さが見えてくるのです。この背

3．大学に対する教員養成の期待と現実
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写真1 短期集中講座の様子



景には他教科と異なる問題点があります。まず，

学生が高校時代に情報科の授業を受けていないこ

と，もしくは受けていても初歩的な内容であるこ

と。また，学部学科の専門から外れる分野につい

ては，知識不足であることなどです。さらに，大

学側も従来からある他の教科と同様に考えて，情

報科の教員養成について特別な対応を取っていな

いことも大きな問題点でしょう。

平成17年７月，公開討論会「教科情報３年目の

現状～“町のパソコン教室以下”批判への現場か

らの回答～」（日本教育工学会主催）にパネラー

として参加した際，専門情報科を持つ高校で非常

勤講師をしている大学院生が短期集中講座の見学

を希望しました。６時間×６日の講座「DTP基

礎」が２回あったので，１回目で科目の全体像を

把握し，２回目の講座では一部の単元を担当して

もらいました。合計12日間のジョブシャドウイン

グからは，教育実習をはるかに超える知識や教材

準備の技術，生徒との接し方などを学ぶことがで

きたと感想を述べています。また，１つの科目全

体を通して高校生が成長していく様を目前にし

て，教員への志を新たにしたようです。高校生に

とっては，質問しやすい立場の補助者がいること

で学習効果が高まり，高校現場にとってもメリッ

トがありました。

本校の情報科教員（小島淳子教諭，工藤剛司教

諭ほか）は，この試行の成功をもとに，情報科教

員を目指す学生を通常の授業の補助者というボラ

ンティア的な参加ではなく，「短期集中講座」に

インターンシップ生として招くことの重要性を認

識しました。そこで，上月情報教育研究助成を受

け，その研究期間に合わせて２年間の実践研究を

行い，検証と広報をすることになりました。

情報科教員を養成する県内の５つの大学の関係

者に，教員を目指す２年次生以上の学生の推薦を

依頼したところ，専修大学大学院２年，横浜国立

5．平成18年度の実践

4．昨年度の試行の成功

大学大学院１年，専修大学４年，関東学院大学３

年という，全く学年が異なる４名が参加すること

になりました。この内の２名は，大学とインター

ンシップの手続きを取り，単位認定も行われます。

受け入れる講座は，短期集中講座として「コン

ピュータ技術」「DTP基礎」，他の総合学科生も

受講できる公開講座「DTP基礎」の３講座です。

「DTP基礎」はどちらも同じ内容であるので，２

回目の講座にはより指導者的な立場で取り組むこ

とになります（写真２）。

インターンシップ中に，２つの大学から教授が

巡回指導に訪れました。両大学とも，情報科の免

許を取得するカリキュラムはあるが，現状では十

分な指導体制ではないので，このような機会は大

学としても望ましいという感想をいただきました。

４名の学生からは，今の高校生がこれほどのス

キルを持ち，ハイレベルな授業をこなしていると

は思わなかった。大学で学んだことでは不十分で

あることを痛感したが，今後の勉強の糧になった，

などの感想が聞かれました。実習後に学生には次

の２項目に関するレポートを提出してもらいまし

たので，抜粋して紹介いたします。

（1）「短期集中講座」の効用

・校外の施設での実習，授業補助者の増員など

学習環境の充実が図れ，通常形態の授業より

も効果的に学習できる。

6．インターンシップ生からの感想
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写真2 実習準備をするインターンシップ生



・他の授業や行事に左右されず，科目の目標と

流れを見通しながら集中して学習できる。

・復習や確認のための時間がかからず，授業と

して効率が高い。その結果，多くの知識を身

につけることができる。

・生徒が授業前と授業後を比較した成長を確認で

き，高い達成感と充実感を持つことができる。

・教員が生徒の学習状況を把握しやすく，きめ

細かな指導を行うことができる。

（2）「短期集中講座のインターンシップ制」の効用

・高校生にもメリットがある。大学生が常に机間

巡視しているので，緊張感と安心感があり学

習意欲が高まる（高校生側からも同じ意見）。

・授業内の工夫だけでなく，授業前の準備から

放課後の作業まで，１つの科目に対するすべ

ての作業を経験することができた。教育実習

よりもためになった。

・生徒の成長ぶりを見ることができた。

・通常の授業に特定の曜日だけ補助として参加

するよりも，教員の仕事を理解できた。

・まだまだ自分に不足しているものは多いが，

教育実習への不安が解消され，教職への意欲

がさらに高まった。

・情報科においては，大学の授業と教育実習だ

けでは十分な準備にならない。今後，このよ

うな機会が大学の講座として体系的に組み込

まれることを願っている。

数年後には教員の大量採用が見込まれる中で，

全国的に情報科での採用の窓口が狭い現状から，

意欲ある学生が途中で諦めてしまうことを懸念し

ています。次世代の教育を担う後継者の育成は現

場と大学が連携して行う必要があります。

来年度は，県内の大学を中心に８名程度のイン

ターンシップ生を募集し，県内外の情報科教員の

視察を受け入れて，応用事例が広がることを目標

としています。

7．来年度の目標
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平成18年度　短期集中講座「コンピュータ技術」時間割 平成18年度　短期集中講座「DTP基礎」時間割




